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要旨：
近年、小売業の国際化が進展してきている。しかしこれまでの国際化研究の多くは製造業を対象としたものであり、小売業を対象とした研究は事例研究が中心で実証分析に乏しく、研究途上にある。本研究では、小売業国際化理論研究で引用されるOLIパラダイムの中の「所有特殊的優位性」のひとつとしてあげられるプライベートブランド（小売自社ブランド；PB）商品を取り上げ、小売業国際化推進要因への可能性について実証分析を行った。その結果、国際化有無を決定する要因としての影響はなかったが、国際化推進度合い（ここでは海外進出市場数の多少）にPB導入率（PB売上高比率）がプラス要因となることが明らかになった。ただし本分析は単年データによるため、海外進出度合いの高まりに応じてPB比率が上昇したのか、PB比率の上昇により海外進出が促進されたのかは明らかにできていない。これについては今後の課題としたい。
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